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本PremiumLetterに記載する内容と、サポートからお送りする情報は、

Google アナリティクス 360 ご契約の企業様（利用規約に記載している範囲内）に

ご提供可能な、Google社・弊社の機密情報です。

機密情報の取り扱いには十分にご注意いただくとともに、

貴社外の方へのご共有についてはお控えいただけますよう、お願い申し上げます。
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秘密保持契約の
ない関連会社や

代理人

本契約に関する
公式声明など

SNS

ブログ
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Google マーケティング プラットフォーム 最新情報のご案内

本PremiumLetterに記載された内容は、Google アナリティクス 360 ご契約のお客様のみにご提供するGoogle社の機密扱いの情報を含んでおります。

記載情報の取り扱いには十分にご注意くださいますようお願い申し上げます。

● 弊社GA360サポートのゴールデンウィーク休業について

● プレミアムサロンの「障害情報」について

● [アナリティクス]更新情報

○ GA プロパティ作成時の追加項目について

■ 「ビジネスの説明」

■ 「ビジネス目標を選択する」

○ イベント作成・変更時に正規表現が使えるように

○ サブプロパティ、統合プロパティでBigQueryエクスポートが可能に

○ コンバージョンのカウント方法を変更できるように

○ 一部のアトリビューションモデルが廃止に

● [タグ マネージャー]更新情報

○ Safari 16.4のサーバーサイドタギング対策リリースに伴うsGTMの対応について

● [Google広告]更新情報

○ 【GA4のコンバージョンをインポートしている方へ】デフォルトのアトリビューションモデルが変更
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eAからのお知らせ

弊社GA360サポートのゴールデンウィーク休業について

誠に勝手ながら、下記期間を弊社GA360サポートのゴールデンウィーク休業とさせていただきます。

ご利用の皆様にはご不便をおかけいたしますが、何卒ご了承下さいますようお願い申し上げます。

【休業期間】2023年5月3日(水・祝) ～ 2023年5月7日(日)

※2023年5月8日(月) 午前10時から平常通りサポートを再開いたします。

※休業期間中に頂戴したお問い合わせには、2023年5月8日(月)以降に順次対応させていただきます。

ご回答までにお時間をいただくことが予想されますが、ご了承いただけますと幸いです。

また、Google アナリティクス 360のシステムダウンにより管理画面が閲覧できない・レポート表示が

できない等、緊急（P0）のお問い合わせについては、以下の緊急連絡先までお問い合わせください。

【緊急連絡先】電話：050-3196-6090 ※通常のお問い合わせは Backlog にてお願いいたします。
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プレミアムサロンの「障害情報」について

ライセンス契約者様向け情報サイト「GMP プレミア

ムサロン」にて、GA360関連の障害情報を掲載して

おります。

過去にプレミアムレターやバックログでご案内した

もの、現在発生中のもの等、データを確認する上で

影響を受ける可能性がある事象について、ご確認い

ただけます。

▼ 障害情報はこちら

https://premium-salon.e-agency.co.jp/system_failure

https://googleanalytics360-suite.e-

agency.co.jp/gmp_premium_salon/contact/premium_salon-register

ライセンス契約されているお客様は無料でご覧いただけるプレミアムな情報サイト

「GMP プレミアムサロン」のお申し込みはこちら

今すぐ
無料で登録！

eAからのお知らせ

https://premium-salon.e-agency.co.jp/system_failure
https://googleanalytics360-suite.e-agency.co.jp/gmp_premium_salon/
https://googleanalytics360-suite.e-agency.co.jp/gmp_premium_salon/contact/premium_salon-register
https://googleanalytics360-suite.e-agency.co.jp/gmp_premium_salon/contact/premium_salon-register
https://googleanalytics360-suite.e-agency.co.jp/gmp_premium_salon/
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アナリティクス

6



CONFIDENTIAL

アナリティクス
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プロパティ作成時の工程がアップデートされました。プロパティ作成時の基本的な流れは

変わりませんが、本項ではアップデートが行われた部分を2つご紹介いたします。

■これまでの工程

①【必須】「プロパティの設定」（プロパティ名等を入力）

②【任意】「ビジネスの概要」（業種等を選択）

■アップデート後の工程

①【必須】「プロパティを作成する」（プロパティ名等を入力）

②【必須】「ビジネスの説明」NEW（業種等を選択）

③【必須】「ビジネス目標を選択する」NEW（GA4標準レポートの左メニューの内容を選択）

※通常のプロパティだけでなく、サブプロパティや統合プロパティを作成する工程もアップデートされています

詳細は、次ページ以降をご確認ください。

GA プロパティ作成時の追加項目について 順次リリース

新機能
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アナリティクス
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■【必須】「ビジネスの説明」NEW

GA プロパティ作成時の追加項目について
- 「ビジネスの説明」 -

順次リリース

新機能

・これまでも同様の工程があり、選択は任意で

したが、「業種」「ビジネスの規模」が必須

になりました。

・GAの利用目的を選択する「Google アナリ

ティクスのビジネスにおける利用目的をお聞

かせください。」が廃止になりました。
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アナリティクス
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■【必須】「ビジネス目標を選択する」NEW

GA プロパティ作成時の追加項目について
- 「ビジネス目標を選択する」① -

順次リリース

新機能

・選択するビジネス目標に応じて、GA4の標準

レポートの左メニューが変わります。

（次ぺージ以降参照）

・1つ以上選択する必要があります。

・「見込み顧客の発掘」「オンライン販売の促

進」「ブランド認知度の向上」「ユーザー行

動の調査」は同時に複数選択できます。

・「ベースライン レポートの取得」は他の項

目と一緒に選択することができません。

・ユニバーサルアナリティクス（UA）には、

反映されません。



CONFIDENTIAL

アナリティクス
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GA プロパティ作成時の追加項目について
- 「ビジネス目標を選択する」② -

順次リリース

新機能

例）「見込み顧客の発掘」 を選択した時に表示される標準レポートメニュー

選択する「ビジネス目標」
によってメニューが変わり
ます。

詳細はヘルプを参照下さい。

ヘルプ：https://support.google.com/analytics/answer/12924488

https://support.google.com/analytics/answer/12924488
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アナリティクス

■ビジネス目標による標準レポートの左メニューの違いについて

※あくまでもデフォルトのレポート内容になりますので、表示されないレポートは「ライブラリ」にて後から表示することが可能です。

ヘルプ：https://support.google.com/analytics/answer/12949349
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GA プロパティ作成時の追加項目について
- 「ビジネス目標を選択する」③ -

順次リリース

新機能

レポート名 見込み顧客の発掘
オンライン販売の

促進
ブランド認知度の

向上
ユーザー行動の

調査
ベースライン
レポートの取得

レポート
のスナップショット

◯ ◯ ◯ ◯ ◯

リアルタイム ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ビジネス目標 NEW ◯ ◯ ◯ ◯

ユーザー属性 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

テクノロジー ◯

集客 ◯

エンゲージメント ◯

収益化 ◯

維持率 ◯

https://support.google.com/analytics/answer/12949349
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GA4では、管理画面にて、既存のイベントを基に新しくイベントを作成したり、イベント

を変更することが可能ですが、その際の条件に正規表現を選択できるようになりました。

このアップデートにより、柔軟な条件の設定が可能になりました。

イベント作成・変更時に正規表現が使えるように リリース済

更新情報

■イベントの作成・変更

GA4の左メニュー [管理] > プロパ

ティ列 [イベント] から、イベントの作

成・変更が可能です。正規表現は演算子

から選択します。

正規表現を実行するときには、バックトラック法

が使用されるため、複雑であったり、非効率的で

あったりするとサイトのパフォーマンスが低下す

る恐れがあります。処理時間が指数関数的に増加

しないように、無制限あるいはネストされた繰り

返し処理は使用しないでください。

ヘルプ：

https://support.google.com/analytics/answer/13

362581

https://support.google.com/analytics/answer/13362581
https://support.google.com/analytics/answer/13362581
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通常のプロパティに加えて、サブプロパティ、統合プロパティでもBigQueryエクスポー

トが可能になりました。サブプロパティ、統合プロパティでBigQueryエクスポートを行う

場合は、それぞれの管理画面からBigQueryと連携をお願いいたします。

ヘルプ：https://support.google.com/analytics/answer/9358801

サブプロパティ、統合プロパティで
BigQueryエクスポートが可能に

リリース済

更新情報

◀BigQuery のリンク

GA4の左メニュー [管

理] > プロパティ列

[BigQuery のリンク]

にて、BigQueryと連携

が可能です。

https://support.google.com/analytics/answer/9358801
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GA4のコンバージョンは、コンバージョンに設定したイベントが計測される毎にカウント

されておりましたが、セッション毎に1回のみカウントするように変更できるようになりま

した。変更の仕方は、次項にてご紹介いたします。

● [デフォルト] イベントごとに 1 回

○ イベントが計測される毎にカウント

○ これまで通りのカウント方法

● [NEW] セッションごとに 1 回

○ セッション毎に1回のみカウント

○ UAの目標と同じカウント方法

コンバージョンのカウント方法を変更できるように① リリース済

新機能

【カウント方法の違いによる計測イメージ】

例）1セッション中にコンバージョンに設定している「イベントA」を5回計測する

└「イベントごとに 1 回」の場合：コンバージョン数5、イベント数5

└「セッションごとに 1 回」の場合：コンバージョン数1、イベント数5
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アナリティクス

コンバージョンの「カウント方法」の変更の仕方について、ご紹介いたします。
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コンバージョンのカウント方法を変更できるように② リリース済

新機能

必要な権限：プロパティの「編集者」権限

①GA4の左メニュー [管理] > プロパティ列

[コンバージョン] を選択します。

②カウント方法を変更したいコンバージョン

名の右端の三点リーダーから [カウント方

法を変更] を選択します。

③「セッションごとに 1 回」にチェックを

入れて、「保存」で完了です。

①
②

③
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アナリティクス
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コンバージョンのカウント方法を変更できるように③ リリース済

新機能

・各コンバージョンイベントでどのカウン

ト方法を選択しているかは、管理のコン

バージョン画面のみで確認できます。

・カウント方法を「セッションごとに 1 

回」にしている場合は、コンバージョン名

横にアイコンが表示されます。

各コンバージョンイベントの「カウント方法」は以下からご確認いただけます。

▼ [管理] > プロパティ列[コンバージョン] のキャプチャ例

ご留意点

・コンバージョンのカウント方法を変更しても、計測済みのデータには変更が適用されません。

・コンバージョンのカウント方法を変更する場合は、変更日を別途把握していただき、ご関係者様に

周知いただくことをお勧めいたします。

ヘルプ：https://support.google.com/analytics/answer/13366706

https://support.google.com/analytics/answer/13366706
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GA4では複数のアトリビューションモデルが用意されておりますが、ファーストクリック、

線形、接点ベース、減衰が廃止されることが発表されました。今後は、データドリブン、

ラストクリック、Google広告優先ラストクリックの3つのモデルのみ使用できます。

ヘルプ：https://support.google.com/analytics/answer/10596866

一部のアトリビューションモデルが廃止に

お知らせ

事前定義されたアトリビューションモデルは、進化するカスタマージャーニーに柔軟に対応できないため、ファースト

クリック、線形、減衰、接触ベースのモデルは使用できなくなります。そのため、GA4では、機械学習を使用したデー

タドリブンアトリビューションがデフォルトのアトリビューションモデルになります。

ポイント！

2023年5月 2023年9月

2023年5月より前に作成した
GA4プロパティ

2023年5月以降に作成した
GA4プロパティ

データドリブン、ラストクリック、Google広
告優先ラストクリック 使用可能

データドリブン、ラストクリック、Google広告優先ラストクリック 使用可能

※廃止されるモデルを選択していた場合、
自動的にデータドリブンに切り替わります

全てのモデルを使用可能

https://support.google.com/analytics/answer/10596866
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タグ マネージャー
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タグ マネージャー
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Safari 16.4のサーバーサイドタギング対策リリース
に伴うsGTMの対応について

リリース済

更新情報

2023年3月28日にリリースされたSafari 16.4にて、サーバーサイドGTMから発行された

1st Party Cookie（FPID）の 有効期限が７日間に制限されるようになりました。

これによって、GA4＋サーバーサイドGTMによって得られていた導入価値が消失・減少す

ることになりました。

サイト計測の観点 広告計測の観点

Cookieの
有効期限が
7日間から

最長2年（※）に

Google広告の
CV計測が

24時間※から
90日間に

Cookieの有効期限は
7日間の制限のまま

従来の最大1日
（24時間）には戻らず

7日間の1st Party 
Cookie有効期限の制限



CONFIDENTIAL

タグ マネージャー
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Safari 16.4のサーバーサイドタギング対策リリース
に伴うsGTMの対応について

リリース済

更新情報

今回のリリースは、1st Party Cookie発行元のIPアドレスが、メインコンテンツ（ウェブ

サーバー）と異なる場合に、有効期限を7日間に制限するという仕組みです。

Webブラウザ Webサーバ

①ページリクエスト

②ページ表示

④GAタグがブラウザ行動を
sGTM環境へ送信

⑤行動データの
転送

sgtm.mydomain.co.jp
（IPアドレス：321.54.321.654）

Google Cloud
（サーバーサイド環境）

sGTM
（sGTM用GCPプロジェクト）

Cloud 
Logging

⑥1stPartyCookie発行

googleanalytics.com

www.mydomain.co.jp
（IPアドレス：123.45.123.456）

Cloud 
Monitoring

ログ計測

監視

GTM

③GTM起動

■Cookie有効期限の延長
7日間の1st Party Cookie有効期限の制限

GoogleCloud上（別IPアドレス）に
sGTM用サブドメインを割り当て

Cloud Run
Safariがメインコンテンツとは別のIPア
ドレスに送信されていることを確認
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Safari 16.4のサーバーサイドタギング対策リリース
に伴うsGTMの対応について

リリース済

更新情報

現時点の代替案は以下が想定されます。詳細説明を希望される方は担当営業までお問い合

わせください。

プラ

ン
手法 ポイント

Cookie ITP

回避

有効性

実装

難度

導入

運用

コスト

お客様

作業

負荷発行元 GA 広告CV
（※2）

A

WebサーバーとsGTMサーバーを

同一IPアドレス環境とするための

ネットワーク構築

● sGTMとしての技術は担保される

● サーバー環境は別のため、ウェブサーバーに負荷をかけること

はない

● 開発・運用コストが高い（ネットワークスキルが必要）

● お客様の管理の環境に手を加える必要あり

FPID

サーバー

発行

最大2年

保持
90日保持 良 難 高 高

B WebサーバーにsGTMを設置

● sGTMとしての技術は担保される

● ウェブサーバーにリクエストが飛ぶため、負荷をかけることに

よる影響が懸念される

● お客様の管理の環境に手を加える必要あり

FPID

サーバー

発行

最大2年

保持
90日保持 良 中 中 高

C
既存JS Cookie（_ga）の有効期限を

サーバーからプログラムで上書き

● UAでは同様手法の対応実績あり

● 実装・運用コストは抑えられる

● 簡易的な手法であり、ITPリリースによる影響を受ける可能性

は引き続き否めない

_ga

JS発行
（※1）

最大2年

保持
90日保持

可
※現時点

では

易 安 低

D Webコンテナへの切り戻し
● ITPへの対応を見送り、Webコンテナでのcookieの発行に切り

戻し

_ga

JS発行
（※1）

7日保持 1日保持 不可 - - -

E sGTMの利用を継続する

● サーバーサイド GTM を使わなかった場合の最短の Cookie 寿

命である 1 日（Google広告のCV計測）と比較した場合には、

比較的 Cookie の持続性が担保される（7日間）

FPID

サーバー

発行

7日保持 7日保持 可
※限定的

- - -

※1._ga（JS発行）に切り戻す場合、ユーザー（ブラウザ）の保有するCIDが切り替わるため一時的に新規ユーザーが増加いたします
※2.広告CV計測の精度を高める施策としては有効ですが、リマーケティングは不可です。
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Google 広告

GA4のウェブのコンバージョンをGoogle広告にインポートする際に、デフォルトのアトリ

ビューションモデルは「ラストクリック」でしたが、「データドリブン」に変更されまし

た。今回のアップデートにより、最後のタッチポイントだけでなく、間接接点にもコンバ

ージョンの貢献度が割り当てられるようになります。
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【GA4のコンバージョンをインポートしている方へ】
デフォルトのアトリビューションモデルが変更

リリース済み

更新情報

アプリのコンバージョンの場合は、「データドリブン アトリビューション」ではなく、引き続き「広告優先のラストク

リック」になります。

ポイント！

◀アトリビューションモデルの確認・変更方法

Google広告の[ツールと設定] > [コンバージョン] > 対象の

コンバージョンアクションを選択 > [設定を編集] > [アトリ

ビューションモデル] より確認可能です。

※あくまでもデフォルトのモデルの変更になるので、「データ

ドリブン」以外に変更したい場合は、インポート後にモデルを

変更してください。

ヘルプ：https://support.google.com/google-ads/answer/6259715

https://support.google.com/google-ads/answer/6259715


CONFIDENTIAL

いつもGoogle マーケティング プラットフォーム をご利用いただき誠にありがとうございます。
サービスご利用にあたり、ご不明点・ご相談等ございましたらお気軽にご相談ください。
日々サービスの向上に努めてまいる所存ですので何卒よろしくお願い申し上げます。

株式会社イー・エージェンシー
Google マーケティング プラットフォーム 専任チームスタッフ一同
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